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アスレジャー市場に関する調査を実施（2018年） 
 

【調査要綱】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果サマリー】 

 2017年の国内アスレジャー市場規模は 8,588億 4,000万円の見込 

2017 年の国内アスレジャー市場規模は小売金額ベースで 8,588 億 4,000 万円を見込む。その約

半数（50.3%）をスポーツシューズが占める。一般カジュアルブランドが販売するスポーツスタイルのカ

ジュアルアパレルも 23.0%と、市場全体の 4分の 1程度を占める。スポーツブランドのスポーツアパレ

ルは 26.7%を占める。 

 

 

 2020年に向けアスレジャー市場は拡大の見通し 

2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開催に向け、運動・スポーツへの関心の高まりとともに、当

面アスレジャー需要は好調に推移するものと考える。スポーツアパレル、スポーツシューズ、カジュアル

アパレルの各カテゴリーで市場が拡大し、2020 年の国内アスレジャー市場規模は小売金額ベースで

8,926億 3,500万円を予測する。 

 

 

 今後も幅広い消費者需要を受けて拡大を続けるアスレジャー市場 

アスレジャーはスポーツとカジュアル、ライフスタイルを融合したファッションとして定着しつつあり、

消費者の健康維持への関心の高さやシニア層のスポーツ参加率の高まりなど幅広い消費者需要を

受けて、今後も成長を続けるものと考える。 
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矢野経済研究所では、次の調査要綱にて国内のアスレジャー市場の調査を実施した。 
 
1．調査期間：2018年 1月～3月 

2．調査対象：国内スポーツ用品メーカー、同卸売業、同小売業、総合・一般アパレルメーカー、同小売業等 

3．調査方法：当社専門研究員による直接面談、電話・e-mailによるヒアリング、ならびに文献調査併用 
 
＜アスレジャー市場とは＞ 

 アスレジャー（athleisure）とはアスレチック（athletic）とレジャー（leisure）を組み合わせた造語で、スポーツウエア
やトレーニングウエアを日常生活のなかで着用するといったスタイルをさす。 

本調査におけるアスレジャー市場とは、スポーツブランドのアパレル、シューズで、外出用の普段着として使用
されているもの、および一般カジュアルブランドの商品で、「スポーツ」をコンセプトにしたアパレルを対象とする。 
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【 調査結果の概要 】 

1. 市場概況 

アスレジャー（athleisure）とはアスレチック（athletic）とレジャー（leisure）を組み合わせた造語で、スポ

ーツウエアやトレーニングウエアを日常生活のなかで着用するといったスタイルをさす。本調査ではス

ポーツブランドのアパレル、シューズで、外出用の普段着として使用されているもの、および一般カジ

ュアルブランドの商品で、スポーツをコンセプトにしたアパレルを対象としている。 

 

2017年の国内アスレジャー市場規模は小売金額ベースで 8,588億 4,000万円を見込む。内訳はス

ポーツスニーカーを中心としたスポーツシューズが市場全体の 50.3%を占め、最も高い構成比となっ

ている。一般カジュアルブランドが販売しているスポーツスタイルのカジュアルアパレルも 23.0%を占め

ている。 

昨今のアウトドアブランドのウエアやザック、シューズを日常使いする消費者需要やスニーカーブーム

やランニングブームなどを背景に、スポーツブランドの展開するストレッチ性や吸汗速乾性、着心地の良

さなど、機能性の高いウエアやシューズに幅広い消費者層の関心が高まっている。 

アスレジャーはスポーツとカジュアル、ライフスタイルを融合したファッションとして定着しつつあり、

2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開催に向け、運動・スポーツへの関心の高まりとともに、当面

アスレジャー需要は好調に推移するものと考える。 

また消費者の健康維持への関心の高さやシニア層のスポーツ参加率の高まりもアスレジャー需要を

後押しするものとみる。 

一方、クールビズやウォームビズ、スニーカー通勤などの政策的な取組みもあり、ビジネスにおいて

もカジュアルな服、カジュアルの中でもコンフォート（快適）なものに対する需要は高まっているものとみ

る。 

こうしたなか、2020年の国内アスレジャー市場規模は 8,926億 3,500万円、2030年には 9,002億

1,000万円までの拡大を予測する。 

アパレルに関しては人口減少と共にアパレル市場全体が縮小トレンドにあり、アスレジャーのアパレ

ルも少なからずその影響を受けることが見込まれるものの、スポーツをするうえで、あるいはアスレジャ

ースタイルのコーディネートをするうえで、最も重要なアイテムであるフットウエアの需要は拡大を続け、

アスレジャー市場の成長を支えるものと推察する。 

 

 図 1. 国内アスレジャー市場規模推移 

 
 

 

矢野経済研究所推計 注1. 小売金額ベース 

注2. アスレジャー市場とは、スポーツブランドのアパレル、シューズで、外出用の普段着として使用されているもの、お

よび一般カジュアルブランドの商品で、「スポーツ」をコンセプトにしたアパレルを対象とする。 

注3. （見込）は見込値、（予測）は予測値 
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